
�論 文�

「SPA論」に関する一考察

「流行論」を基軸として

平 井 秀 樹

キーワード：ファッション・ビジネス，ビジネス・モデル，製販統合，SPA,QR（QuickResponse）,SCM

（SupplyChainManagement），延期-投機の原理，流行論，トリクル・ダウン理論

1 はじめに

近年，日本のアパレル産業におけるビジネス・

モデルを指す用語として「SPA」という言葉が

一般化し普及している。また，学術研究において

もSPAであることがファッション・ビジネスに

おける成功条件のように論じられてきた。SPA

は，SpecialityStoreRetailerofPrivateLabel

Apparelの頭文字を組み合わせた造語で，製造

から小売までを垂直統合した製販統合型の販売形

態を指す。SPAという造語の由来は，アメリカ

のアパレル企業GAPの社長MillardDrexlerが，

1986年度の株主総会で， 自社の新事業を

SpecialityStoreRetailerofPrivateLabelAp-

parelと定義したのが始まりで，その発表を聞い

た繊研新聞社通信員（当時）立野啓子氏が原文を

FAXで送り，同社記者（当時）の山崎光弘氏が

「SPA」と訳し，編集担当者が「製造小売業」と

注釈（1）をつけたことで日本でも一般的に広く普

及した。

SPAという言葉は一般化したが，SPAは製販

統合型という広義な意味であるがゆえに，様々な

解釈が存在している。

本稿の目的は，「SPA論」の新たな分析視角を

提示することにある。そのために，まずSPAに

関する国内の先行研究を概観し論点を整理した。

つぎに，「流行論」の視点から既存の「SPA論」

の問題点を考察した。さらに，「流行論」を基軸

としたSPAの類型化を試みた。

2 SPA誕生に至る背景

伝統的な日本のアパレル産業における製造卸業

は，複雑な流通体制の「投機型」（2）ビジネス・モ

デルが特徴であった。それは，早期受注生産を行

い，大量の在庫を積んで売減らしていくモデルで

ある。企画プロセスとしては，まず店頭展開の約

1年前から素材を決定する。つぎに，デザインや

品�えなどの商品計画を策定し展示会を開催する。

そして，受注に合わせて生産数を決定する仕組み

が主流であった。しかし，リードタイムの長い計

画生産は，流行の変化で市場の需要が変動しても

対処が難しい状況であった。そのため，流通の多

段階性によって在庫リスクの分担が行われていた

のである。このような仕組みでは，市場の需要変

動に対応できず，売れ残りは値引き処分が行われ

てきた。さらに，この需要変動によるリスクは価

格に転嫁され，消費者は割高な商品を買うことに

なっていたのである。

このように，ファッション・ビジネスは常に需

要変動リスクを抱えているため，これらのリスク

を改善する新しい仕組みが必要とされてきたので

ある。
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3 SPAの基本モデル

これらの課題を解決する仕組みとして，売れ筋

を見極め，短いリードタイムで追加生産するQR

（QuickResponse）（3）の取組みが開始された。し

かし，アパレル産業は流通が多段階であるため，

標準化された協同作業を多くの企業に要求しなけ

ればならず，この取組みは順調には進まなかった。

その後，SCM（SupplyChainManagement）（4）

とDCM（DemandChainManagement）（5）の革

新と進化を経て，図表1に示したSPAの基本モ

デルの誕生に至ったのである。図表1は，国内の

卸売業からSPAへ転換した典型的な企業モデル

を図示している。株式会社ワールド（以下，ワー

ルド），株式会社TSIホールディングス（以下，

TSIホールディングス）（6）などがこれに該当する。

このモデルは，投機型の初期生産と,延期

型（7）の期中追加生産を複合させた独自の開発シ

ステムを採用していることが特徴である。しかし，

全てのSPA企業を図表1に当てはめることはで

きない。

ここからは，図表1に示したSPAの基本モデ

ル（8）を説明していく。まず，展示会サンプルを

アキュレート・レスポンス（9）と呼ばれる事前の

販売予測をもとに，どの商品がどの程度売れるか

を予測し,初回生産数量を決定する。店頭展開し

た商品は，POSデータを活用した販売情報を基

に週次の業務プロセスを回すことで，ヒット商品

の属性を絞り込んでいく。販売ピークに合わせて，

売れ筋商品の追加商品や類似商品が店頭に投入さ

れる。このように，店頭の販売情報を分析し，ヒッ

ト商品の属性を明確にし，売上予測の精度を高め

るDCMと，素材や染色工程・生産工程などのサ

プライ・チェーンを情報技術で同期化することで，

高精度でスピーディーな追加生産の仕組みが実現

したのである。さらに，1年間を52週として，1

週間単位で小刻みに需要予測を行うシステムは，

シーズン中でもデザインの変更や生産ロットの調

整など，需要変動に合わせた追加生産を可能とし

たのである。
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図表1 SPAの基本モデル

図表の破線は初期生産（投機型），実線は期中追加生産（延期型）の情報の流れを示す。

出所：筆者作成。



4 SPAに関する先行研究

本章では，SPAの先行研究を概観していく。

SPAに関する先行研究は数多く存在するが，こ

こでは，国内SPAと欧米のグローバルSPAの2

つに分類し整理していく。国内SPA,グローバ

ルSPAともに，サプライ・チェーンの視点から，

生産と流通の効率化について論じた研究が中心で

ある。

� 国内SPAの研究

まず図表1に示した，国内SPAの典型的なモ

デルであるワールドの先行研究を整理していく。

藤田・石井（［2000］64�65頁）は，ワールド

が卸事業からSPAへ転換していく経緯に着目し，

「OZOC（オゾック）」の仕組みを分析することで

SPAの優位性を明らかにした。また，その成功

の要因を投機型の卸事業から延期型のQRにとど

まらないSPAモデルへ変換したことであると論

じた。この「OZOC」のモデルについては，一般

的なQRのシステムの売れ筋商品を把握し追加対

応することにとどまっていない点がポイントであ

る。具体的には，シーズン初期は流行を取り入れ

ながらブランドの独自性を表現した品�えを行い，

期中には，新たな新商品を投入し店頭の鮮度を維

持する仕組みを持っていると述べられている。

楠木・山中（［2003］144頁）も類似した研究

を行っており，ワールドの「OZOC」と「UN-

TITLED（アンタイトル）」の SPAへの転換の

プロセスを整理した。「OZOC」で開発された投

機と延期を複合させた仕組みを「UNTITLED」

にも活用し，「OZOC」で課題となっていた，予

測精度や数量管理の手法を進化させた。さらに複

数のブランドをSPA化することで完成度を上げ

ていった。

Ramanetal（［2001］7頁）は，ワールドの

「UNTITLED」を取り上げ，サプライ・チェー

ンの仕組みを分析した。特徴として，オーバー・

マイヤー法を応用した SKU（StockKeeping

Unit：最小管理単位）レベルの需要予測と期中

に予測を修正する手順などを明らかにした。

加護野・井上（［2004］216�219,240,283�294

頁）は，ワールドのSPAブランドが週次の業務

サイクルの中でヒット商品を絞り込み，その属性

を販売ピークにむけて拡大していくプロセスを明

らかにした。

小川（［2004］6頁）は，ワールドのSPAの製

品開発体制の調査研究を行い，投機型から延期型

開発体制への移行が成功要因とした多くの既存研

究を否定した。それは，延期型の市場対応をすれ

ばするほど，製品が同質化し，ブランドの独自性

が損なわれることを問題視したからである。しか

し，ワールドの仕組みは，この問題を解決する延

期型開発と，ブランドの個性を訴求する別の商品

開発の枠組みを同時に有する仕組みであることを

明らかにした。

井上（［2001］46頁）でも同様に，ワールドに

おける製品開発についての研究を行った。週単位

の商品開発システムに焦点を当て，長いタイムス

パンと短いタイムスパンを戦略的に統合し，経済

合理性を追求したシステムであると論じた。換言

すれば，ブランドの個性を表現する長いスパンで

行う開発とトレンドを大量に販売していく短いス

パンの開発の両方を共存させながら統合している

点が特徴である。

先行研究の整理から，ワールドのSPAモデル

は，投機型と延期型を複合させた独自の開発シス

テムを採用していることが特徴であり，成功要因

であることが明らかになった。

この他，国内SPAの研究として，東［2011a,

2011b］；池田［2003］；井上［1997,1998,2011,

2012］；加藤［1996］；加藤［1998,2000］；金

［2002］；金［2006］；朱陽［2014］；島崎・久崎

［2001,2002］；鈴木［2000］；崔・松尾［2002］；

崔 ［2006］；西川 ［2008］；橋本 ［2009］；李

［2009,2010,2011］；苗［2013a,2013b,2014,

2015］；深見［2002,2013］など多くの研究が行

われている。

� グローバルSPAの研究

つぎに，国内SPAの基本モデルとは異なった
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仕組みを持つと言われる欧米のグローバルSPA

を取り上げた研究を概観していく。

原（［2008］23頁）；東（［2008a］192頁）で

は，「ZARA（ザラ）」の研究を行った。その特

徴は，調達から販売に至るまでのプロセスを自社

内に取り込み，必要な経営資源を所有する垂直統

合型の企業であると論じている。では，このサプ

ライ・チェーンの垂直統合型とは何なのであろう

か。

図表2は，サプライ・チェーンの内製化度合い

をグローバルSPAの「ZARA」と国内SPA企

業で比較したものである。「ZARA」に関しては

素材開発以外のサプライ・チェーンのプロセスの

大部分を自社内に取り込んでいるのが特徴となっ

ている。一方で，国内SPA企業の殆どは，自社

管理のアウトソーシングと外部委託を併用してい

る状況であった。内製化の度合いに関しては，自

社の業務範囲に経営資源を集中させ，それ以外の

業務を外部委託することによって効率性を高める

ことができる。ゆえに，内製化の度合いが高けれ

ば良いのではなく，自社の経営資源の状況や外部

環境によって，何を外部委託し内製化するかの戦

略的な経営判断が重要になると言える。

ただし，ブランド・アイデンティティーに関わ

る商品企画機能をアウトソーシングすることは，

ブランドの独自性を維持できなくなる懸念がある。

南（［2001］38頁）では，ファッションにおけ

る商品の陳腐化に着目し，スピードの視点から分

析を行っている。「ZARA」の特徴は，国内生産

の短いリードタイム，小ロット生産により，店頭

在庫を高回転させることで利益率を向上させるモ

デルであると説明した。この短いリードタイムは，

空輸によるロジスティクス・システムによって実

現されていると述べている。

土井・黒川（［2012］155頁）でも同様の研究

を行っており，「ZARA」の空輸による配送体制

の確立根拠を，在庫の視点から分析した。空輸で

かつ週2回という多頻度配送は，大幅な在庫削減

を可能にし，在庫リスクを回避するための有効な

方策であるとしている。このことから，流行の変

化が激しく，在庫費用が高額な商品を扱うグロー

バル企業においては，「ZARA」の空輸体制は参

考になると述べている。

大村（［2012］107頁）は，ファスト・ファッ

ションにおける競争優位のメカニズムを「ZARA」

の事例から分析した。「ZARA」の強みは，サプ

ライ・チェーンの仕組みにあり，シーズンイン後

は期中生産を行わず，多くのアイテム商品を企画，

生産し，次々と迅速に店頭へ投入することを中心

とした売切り型のビジネスに特徴があると述べて
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図表2 サプライ・チェーンの内製化比較

活動分野
企業名

素材開発
商品企画

（製品開発）
生 産 生産管理 倉 庫 物 流 店 舗

インディテックス（ZARA） × ○ ○/△ ○ ○ △ ○

ワールド × ○/△ × △ × △ ○

三陽商会 △ ○ △ ○ × × ○

イトキン × ○ × ○ ○/△ △ ○

ジュン × ○ × △ ○ △ ○

アダストリア（10） × △ × △ × △ ○

パル × ○/△ × △ × △ ○

ライトオン × × △ × × △ ○

○：内製化 △：自社管理のアウトソーシング ○/△：内製化とアウトソーシングの併用 ×：外部委託

出所：「ZARA」に関しては東（［2008a］192頁）；土井・黒川（［2012］149�151頁）を参照，国内SPA企業は筆者が関係者へ

アンケート調査（11）を実施し作成した。



いる。

東（［2008a］199頁）も同様の視点で研究を行っ

ており，「ZARA」が消費者に提供しているサー

ビスは，世界の有名コレクションの最先端ファッ

ションを同じ時期に低価格で展開することである

と述べている。

また，「ZARA」の店舗の品�えは 3～4週間

の間に75％程度が入れ替わるとしている。こう

した店頭の鮮度を常に保つ仕組みが制度化してい

ることが特徴であり，類似する商品が新規に投入

されることはあっても，全く同じ商品が追加で投

入されることはないとしている。さらに，こうし

た仕組みが，「今買わねばならない」という消費

者への選択行動を強く助勢していると論じている。

南（前掲論文39頁）は，国内SPAと「ZARA」

の比較研究を行った。国内SPAと「ZARA」は，

店頭の販売情報を起点としたスピーディーな生産

システムのQR型SPAモデルという点では同じ

であると述べている。異なる点は，国内SPAモ

デルが，販売ピークに合わせて週次の業務サイク

ルからヒット商品の属性を見つけ出し，その属性

を追加生産していく仕組みを構築しているのに対

して「ZARA」は，同じ商品を追加生産しない

売切り型で，次々に移り変わる新しいトレンドに

追随していく仕組みであると述べている。つまり，

前者が店頭情報をベースに「選択と集中」という

追加生産重視の「少品種大量生産」のビジネス・

モデルであるのに対して，後者は「分散と拡張」

の「多品種少量生産」のビジネス・モデルである

と言える。

同様の視点の研究として，東［2008b，2010］；

伊倉［2011］；高垣［2008］；土井・黒川［2012］；

新田 ［2008］；� ［2015］；橋本 ［2005］；卞

［2013］などがある。

� 先行研究の批判的検討

SPAの先行研究は，典型的な国内のSPAモデ

ルであるワールドの「OZOC」の研究から始まり，

次により完成度を高めたモデルである「UN-

TITLED」の研究に移行した。

そもそも，SPAのビジネス・モデルが誕生し

た背景には，ファッション・ビジネスの特徴であ

る，流行の予測困難性や商品ライフサイクルの短

期性，それに伴う需要変動が背景にある。ゆえに，

製販統合型のSPAモデルでなければファッショ

ン・ビジネスは成り立たなかったのである。

しかし，国内のSPAに関する先行研究の議論

は，延期または延期と投機の複合的生産システム

を効率的に回すことに本質があるという議論がほ

とんどであった。

つぎに，グローバルSPAの「ZARA」の先行

研究を概観した。国内研究では，「ZARA」も

SPAモデルとして論じられるが，ビジネスの発

想が根本的に違うことが明らかになった。

国内SPAのワールドは，販売ピークに向けて

ヒット商品の属性を絞り込み，その要素を販売ピー

クに向けて追加商品や類似商品を展開することで

拡大していく仕組みである。これは，流行の在り

方が1つであるという前提があり，皆が同じ流行

を受容するという論理である。

一方で，「ZARA」は，類似する商品が投入さ

れることはあっても，まったく同じ商品が追加投

入されることは無い。つまり，「ZARA」は，流

行の在り方は1つではないという発想が根底に有

ると考えられる。

既存の先行研究は，流行の在り方が全て同じで

あるという前提に立った，製販統合が重要である

という情報システム論，サプライ・チェーンの効

率化の議論が中心であり，ファッション・ビジネ

スの本質を突いた議論と言えない。

さらに言えば，先行研究から明らかになった国

内SPAの問題点は，流行の在り方が1つである

という，マス・ファッション（12）の論理を所与の

前提としていることにある。消費者は同じトレン

ドを受け入れるというトリクル・ダウン的発想の

旧来の企画プロセスが未だに継続されているので

ある。

しかし，消費者が成熟し社会構造も常に変化し

ている現在では，ファスト・ファッションなどの

トリクル・ダウンではないタイプのファッション・

ビジネスが台頭してきている。

ファッション・ビジネスの独自性は，移ろいや

「SPA論」に関する一考察
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すい流行をベースにしていることにあり，その流

行の在り方が，近年は1つではなく，少なくとも

2つの区別があるのではないだろうか。

この点に関しては，次章で考察していきたい。

5「流行論」を基軸とした「SPA論」

の考察

前章では，既存の先行研究は流行の在り方が全

て同じという前提に立っており，製販統合型の

SPAモデルで効率的に仕組みを回すことに着目

した議論がほとんどであることを指摘した。そし

て，「流行論」を踏まえない既存の「SPA論」に

疑問を呈した。

また国内のSPA企業は，マス・ファッション

を前提にしたトリクル・ダウン的な企画プロセス

を今も継続して採用していることを指摘し，これ

とは違う発想のファスト・ファッションなどのト

リクル・ダウンではないタイプのモデルが台頭し

ており，少なくとも2つの分析視角から議論する

必要性を示唆した。

本章では，この議論をさらに深堀するため「流

行論」の視点から，国内SPAとグローバルSPA

の相違点を考察していきたい。

図表3は，「流行論」における古典的な3つの

受容理論を図示したものである。

1つめは，「滴り理論」（トリクル・ダウン理

論）（13）である。これは，ファッション普及に関す

る最も古い理論と言われる。元々は特権階級から

一般人へ，時間差を利用して上から下へ流行を伝

播させるという理論である。今日的解釈では，ファッ

ションは，マスによって受容される前にまず少数

者によって受容され，これらの少数者を識別し，

好みを捉えることがファッション予測の重要なプ

ロセスであるとする理論である。

2つめは，「水平理論」（トリクル・アクロス理

論）（14）で，宇野ほか（［1980］177頁）によれば，

ファッションはひとつの階層から次の階層へ垂直

的に伝播するのではなく，同じような社会階層グ

ループ間を，水平的に移行していくという理論で

ある。現代は，IT技術の発展により情報の時間

差がない世界同時共有化の時代である。ハイ・ファッ

ションのブランドを通して，一部のエリート層し

か手に入れられなかったファッション・トレンド

情報さえも瞬時に誰もが共有可能となっている。

さらに，ファスト・ファッションメーカーが，安

価なコピー商品を同時に流通させることも可能と

なった。ゆえに，この理論では，流行は水平に拡

散し，そこには同質的なマス・ファッションは存

在しないと考えられる。

3つめの「泡立ち理論」（バブル・アップ理

論）（15）は，比較的新しい理論である。これは，低

所得者層から始まったファッションが，より高い

階層へと伝播していくという理論である。「バブ

ル・アップ」の有名な事例は，宇野ほか（前掲書

179頁）によれば，1960年代から1970年代にか

けて世界的に普及したジーンズである。これは本

来，ブルーカラー層の作業着だったものである。
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図表3 ファッション普及に関する3つの流行理論

出所：Troxell,M.D.（1976）.,FashionMarchandising,TheGregg/McGraw-HillBookCompany,pp.56.及び，

宇野ほか（前掲書176頁）を参考に筆者が作成。

トリクル・ダウン理論

滴り理論

トリクル・アクロス理論

水平理論

バブル・アップ理論

泡立ち理論



この流れは，現代でもストリート・ファッション

やサブ・カルチャーといった形で創造され続けて

いる。

� トリクル・ダウン型企画プロセスの考察

東（［2004］449頁）の研究では，「トリクル・

ダウン理論」に基づいた「流行論」の分析を行っ

ている。「世界の有力コレクション（オート・ク

チュール，プレタ・ポルテ）が中間市場のファッ

ション企画の源泉となっており，そこからさらに

流行のマス化が惹起されるという，現在の支配的

なファッション産業のシステムも「トリクル・ダ

ウン理論」の延長線上にある」と論じている。

では，トリクル・ダウン的な発想に基づいた流

行の生成・伝播・消費の流れとは何なのであろう

か。

アパレル業界では，実売期の2年前にトレンド・

ユニオン（国際流行色委員会）と呼ばれる流行色

を選定する機関から発信される「選定色」と呼ば

れるトレンド・カラーが決定される。実売1年前

になると，プルミエール・ビジョン（パリ）など

の服地，ヤーンニット，副資材の国際展示会が開

催される。半年前には，パリ・ミラノ・ニューヨー

クなど各都市で開催される有名デザイナーのコレ

クションやアパレルメーカーの展示会が開催され

る。同時に雑誌などのメディアへの露出がはじま

り，そして店頭での実売に至るのである。

この一連の制度的且つ構造化されたトリクル・

ダウン的なマス・ファッションの流れは，国内

SPAの企画業務プロセスにも当てはめることが

できる。

しかし，国内SPAのこのような企画業務プロ

セスは，今日の複雑なファッション・ビジネスの

特性を反映しているとは言い難い。つまり，流行

の発生と伝播のプロセスが多様化し複雑化してい

る中で，単一的な視点から流行を捉えることは限

界にきていると言える。

King（［1973］226頁）は，「トリクル・ダウ

ン理論」の限界を指摘した。「トリクル・ダウン

理論」は，現代の変化の激しいファッション市場

に適用するのは無理があり，今後は「トリクル・

アクロス理論」や「バブル・アップ理論」を採用

すべきであると述べている。

東（前掲論文504頁）でも同様の指摘をしてお

り，トリクル・ダウン的で制度化された旧来型の

商品企画プロセスは限界であると述べている。

一方で，グローバルSPAは，「トリクル・ダ

ウン」とは違う論理で動いていると考えられる。

南（前掲論文39頁）によると，「ZARA」の

シーズンの捉え方は，世界のトレンドに従いなが

らも，独自の製品サイクルを次々に作っていきな

がら，各国の市場に対応していくという発想であ

ると述べている。

大村（［2012］104頁）は，「ZARA」には年間

4万モデルのデザインを行う約300人のデザイナー

が在籍しているが，あえてトップデザイナーを養

成せず，平均 28歳と極めて若い人材でチーム組

織を編成していると述べている。また彼らは，繁

華街のタウンウオッチングやクラブ，大学キャン

パスへ足を運び，市場調査を行っている。さらに，

パリコレクション，ミラノコレクションなどで行

われるファッションショーにも積極的に出席し，

世界中から取り寄せられた多くのファッション雑

誌からもトレンドに関する情報を貧欲に吸収して

いる。そして世界中の店舗から送られてくる顧客

情報からも積極的に企画するデザインとすり合せ，

商品化へ絞り込んでいくと述べている。

つまり，「ZARA」の企画プロセスは，パリコ

レクションなどのトリクル・ダウン的な流れも踏

まえながら，それを半年後ではなく，ほぼ同時に

店頭展開していくのである。さらに，市場調査や

様々な情報を解析しながら企画していくプロセス

は，「トリクル・アクロス理論」や「バブル・アッ

プ理論」など，現代の複雑なファッションの特性

に対応した開発プロセスと言えるのではないだろ

うか。

6「流行論」を基軸としたSPAの

類型化

本章では，今後のSPA研究における新たな分

析視角を提示するために，独自の視点からSPA
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の類型化を試みたい。

まず，既存研究におけるSPAの類型化の議論

を整理していく。SPAの類型化は，そのブラン

ドの出発点が，卸売か，小売か，製造かで類型化

されるケースが多い。

西村（［2009］256�260頁）；苗（［2013a］57

頁）；古川（［2008］131頁）では，SPAをその

主体によって「小売業起点型SPA」，「卸売業起

点型SPA」，「製造業起点型SPA」の3つに類型

化している。小売業がオリジナル商品を開発し進

化した「小売業起点型SPA」として「GAP（ギャッ

プ）」と「UNIQLO（ユニクロ）」を挙げ，専門

店卸型アパレルからSPAに業態を変えた「卸売

業起点型SPA」としてワールドを挙げている。

さらに，工場などの製造業が小売り機能を内包し

SPA化した「製造業起点型SPA」として中国の

「YOUNGOR（ヤンガー）」や「ERDOS（オルド

ス）」を挙げている。

深見（［2013］85�86頁）も類似した分析を行っ

ており，専門店の小売業がオリジナル商品を開発

して進化したケースを「リテーラー型SPA」と

し，「H & M（エイチ・アンド・エム）」や

「FOREVER21（フォーエバー・トゥエンティー

ワン）」などを挙げている。メーカー（企画製造

卸業）が消費者に直販して進化したケースを「メー

カー型SPA」とし，ワールドや株式会社ファイ

ブ・フォックス（以下，ファイブ・フォックス）

を挙げている。

南（前掲論文37�39頁）では，切り口を変えて

SPAを「ファッション型SPAビジネス・モデル」

と「非ファッション型SPAビジネス・モデル」

の2つに分類している。「非ファッション型」に

関しては，トレンド操作による計画的陳腐化を起

こす必要がないことを特徴として挙げている。

既存の SPAの類型化は,主体が「小売業」，

「卸売業」，「製造業」で3つに類型化するか，ファ

ション性の有無で「ファッション型」か「非ファッ

ション型」の2つの類型化に集約できる。

図表4は，「流行論」を基軸としSPAを大き

く2つに類型化した図表である。

1つは，「トリクル・ダウン型マス・ファッショ

ンモデル」と名付けた。ベースにある「流行理論」

は「トリクル・ダウン理論」であり，基本戦略は

「選択と集中」，「少品種大量生産」である。該当

する企業はワールド，TSIホールディングス，ファ

イブ・フォックスなどの国内SPA企業がこれに

該当する。

2つめは，「トリクル・アクロス型ファスト・

ファッションモデル」と名付けた。ベースにある

「流行理論」は「トリクル・アクロス理論」や

「バブル・アップ理論」であり，基本戦略は「分

散と拡張」，「多品種少量生産」である。該当する

企業は，「ZARA」，「H＆M」，「FOREVER21」

などグローバルSPAがここに分類される。

7 小 結

本稿では，まず典型的な国内SPAモデルを説

明し，つぎにSPAに関する先行研究の論点を整

理し問題を提起した。さらに，「流行論」の視点

から既存のSPA研究の問題点を考察した。最後

に，今後のSPA研究の新たな分析視角を提示す
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図表4「流行論」を基軸にしたSPAの類型化

類 型 背景にある流行理論 背景にある基本戦略 ブランド

トリクル・ダウン型

マス・ファッションモデル
トリクル・ダウン理論 選択と集中 少品種大量生産

UNIQLO

OZOC

UNTITLED

トリクル・アクロス型

ファスト・ファッションモデル

トリクル・アクロス理論

バブル・アップ理論
分散と拡張 多品種少量生産

ZARA

H&M

FOREVER21

（出所） 筆者作成



るために，独自の視点から「流行論」を基軸とし

たSPAの類型化を試みた。

結論としては，「SPA論」の本質は，情報シス

テム論やサプライ・チェーンの効率化論だけで捉

えることはできない。なぜなら，ファッション・

ビジネスの根底にある，流行の予測困難性や短い

ライフサイクルなどの高度な不安定性を踏まえた

議論を行うことが重要であり，そのためには，

「流行論」を基軸とした「SPA論」をさらに深堀

していくことが重要と考えられるからである。

根拠として，2008年のリーマンショック以降，

「トリクル・ダウン型マス・ファッションモデル」

を採用する国内大手SPA企業の業績低迷（16）が相

次いでいることも一因である。

今後の研究課題の1つは，「トリクル・ダウン

型マス・ファッションモデル」を採用する国内

SPA企業と，「トリクル・アクロス型ファスト・

ファッションモデル」を採用するSPA企業の事

例を比較し，「SPA論」と「流行論」を基軸とし

た学際的アプローチを行うことで，業績低迷が相

次ぐ国内SPA企業の問題解明を行っていくこと

が重要な研究課題であると考える。

2つめは，諸外国の理論と「SPA論」の接続

の課題である。SPAは欧米の研究ではどういう

議論にあたるのかを検討し，国内の「SPA論」

と諸外国の該当しうる理論との整合を行うことで，

ひとつの統合された理論とする必要がある。

（1）「ザ・ギャップ子供新タイプ店に挑戦」『繊研新

聞』1987年5月30日号，山崎［2007］122�124

頁，東［2010］199,201頁参照。

（2） 投機とは，生産の意思決定を早める方が良いと

する理論で，リードタイムが長期化する生産プロ

セスを投機的生産と呼ぶ。Bucklin（1965）が，

原理を提案し，延期�投機の合成モデルを作り上

げた。

（3） QR（クイック・レスポンス）は，1994年に通

産省と繊維産業構造改善事業協会が中心となり取

組みが開始された。EDI（ElectronicsDataIn-

terchange,電子データ交換）など，ITを活用し

メーカー，卸，小売が JANコードを使い POS

データを共有することで，需要の変動に迅速に対

応できる生産，供給システムを整備した。これに

より，品切れによる機会損失と，売れ残の在庫リ

スクを最小化できた。

（4） メーカー，卸業者，小売業者が連携し流通の経

営効率化を進めること。無駄な在庫を持たないこ

とで低価格を実現し，消費者価値を高めた。

（5） 需要側（消費者等）から得られる情報を基点と

して，商品開発，生産，供給計画，流通，販売体

制などを統合的に編成する情報管理システムのこ

と。

（6）「nano・universe（ナノ・ユニバース）」や

「MARGARETHOWELL（マーガレット・ハ

ウエル）」，「PEARLYGATES（パーリー・ゲイ

ツ）」，「STUSSY（ステューシー）」など，約 40

のブランドを展開するアパレル大手。

2011年6月に株式会社東京スタイルと株式会

社サンエー・インターナショナルが経営統合して

誕生した。

（7） 延期とは，Alderson（1957）が提案した原理

で，できるだけ意思決定を遅らせることで，生産

と販売の時間差を縮めようとする理論。矢作ほか

［1993］275頁参照。

（8） ここでは，国内SPAの先駆けであるワールド

の仕組みをSPAの基本モデルと呼ぶ。

（9） 展示会などで，販売スタッフにアンケートを実

施することで事前に売れ筋を絞り込む予測手法。

元々は，市場対応型のサプライ・チェーンとして，

スキー・ウエアメーカーのスポーツ・オーバーマ

イヤー社が導入していた需要予測法（オーバー・

マイヤー法）を応用したものである。

（10） 旧株式会社ポイントで，カジュアル衣料店を

SC（ShoppingCenter）内を軸に展開。「GLOB-

ALWORK（グローバルワーク）」などブランド

が多数ある。

（11） 関係者へのアンケート調査は，株式会社三陽商

会に対してはY氏に2015年12月23日，イトキ

ン株式会社と株式会社ライトオンに対してはI氏

に2015年 12月23日，株式会社ジュンと株式会

社アダストリアに対してはY氏に2015年12月

20日，株式会社パルに対してはK氏に12月21

日，株式会社ワールドに対してはT氏に2015年

12月23日にそれぞれ実施した。

（12） 大量生産された既製服で，一般化及び大衆化し

たファッションのこと。

（13） Simmel（1964）によって提唱されたファッショ

ンの流行を説明するための理論である。社会階級

が関係ない現代では見直しの余地はあるが現代で
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も本質は変わらない。

（14） King（1973）が提唱した理論。

（15） Troxell（1976）56頁を参照。

（16） WWD.JAPAN.COM「ワールドが最大15ブラ

ンド・500店舗を閉鎖」（https://www.wwdja

pan.com/business/2015/05/18/00016518.html,

2016年1月3日最終確認）。

「TSIが11ブランド廃止「PlanetBlue（プラ

ネットブルー）」「RebeccaMinkoff（レベッカ

ミンコフ）」「BODYDRESSING（ボディドレッ

シング）」など（https://www.wwdjapan.com/
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日本経済新聞「イトキン，瀬戸際の決断 イン

テグラル傘下で再建へ」（http://www.nikkei.

com/article/DGXLASDZ10HVZ_Q6A210C1TI

5000/,2016年2月11日最終確認）。
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